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要  旨  

本調査は高齢者の死生観に基づくケア方向性について、ニュージーランドと日本との

比較検討をすることで、福祉先進国の実態から将来的な展望を見出すことを調査研究の

目的とした。質問項目は 4 つの「現状の生活に対する認識」「宗教的関わりに関する認識」

「死に対する認識」「死後に対する認識」 (以下「死生観等」 )に分類して調査した。ニュ

ージーランドと日本の高齢者における死生観等を比較した結果、「現状の生活に対する認

識」および「死後に対する認識」に有意な差が認められた。一方、「宗教的関わりに関す

る認識」と「死に対する認識」には有意な差がなかった。これは、高齢者の死生観等は、

各国の社会的背景の影響を受けながらも、個々の社会的地位や人生経験を通しての認識

であることを示した。したがって、ケア専門職として彼らの死生観を把握し、個々への

関心を持って一人ひとりの思いを傾聴することが必要であることが再認識された。  

 

キーワード：高齢者、死生観、安寧な死  

Ⅰ．はじめに 

2016 年 WHO の報告によれば、わが国の平均寿命

は男性 80.5 歳世界 6 位、女性 86.8 歳世界 1 位の長

寿国とされている 1)。しかしながら、わが国では近

年、老々介護の負担による高齢者の心中事件や配偶

者による殺人事件等現状が報道され、長寿であるこ

とは必ずしも幸福であるとは言えない。一方、ニュ

ージーランドは男性 80.0 歳で世界 10 位、女性に到

っては 83.3 歳 26 位であると報告されている 1)。そ

れでも、佐藤 2)は「ニュージーランドは第 2 次大戦

後、福祉国家の一つとして今日に至るまで、1938
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年の北欧諸国の社会保障制度とその体系のもとで制

度の充実・整備を図ってきたことは周知の事実であ

る」と論述している。その他にも、高齢者の生活に

関する人口や高齢化率、制度、経済的状況の両者は

大きく異なっている 3)(表１)。 

したがって、本調査は、社会的背景、歴史的背景

が異なるニュージーランドの高齢者を対象とし、質

問紙による回答および面談によって死生観等を把握

することを目的とした。また、わが国の高齢者にお

ける死生観との対比によって、安寧な死を迎えるた

めに、高齢者自身が望む将来的ケアの示唆を得るこ

とを研究の目的とした。さらに、超高齢化であるわ

が国の高齢者における施策の方略指針を見いだすこ

とを目的とした。  

Ⅱ．研究方法 

１．研究対象者および調査期間  

ニュージーランドでは、ハット市内のリタイアア

パートメントに居住(平成 29 年 9 月現在)している高

齢者 15 名を対象とした。次に、日本の対象者とし

て 2016 年 5 月～7 月にショートステイ施設利用者 9

名、地域で自立生活している高齢者 9 名の計 18 名

とした。調査対象者は２国共に意思疎通可能な高齢

者を選定した。  

ニュージーランドおよび日本における調査期間は、

2017 年 5 月から 2017 年 9 月末の期間に実施した。 

２．データの収集方法  

事前に調査主旨に同意を得て施設長が対象者に質

問紙を配布し、文書および口頭で説明した。調査に

参加した高齢者が、質問紙は自記式アンケート方式

で、「死生観等」に関する 17 項目の質問に対して回

答した。その後、対象者に研究者が可能な範囲で面

談を実施した(表 1)。同様に、日本の調査も事前に配

布し研究者による面談を行った。  

３．質問内容  

調査項目は、朝日新聞社が公表した「日本人の死

生観」の調査結果を引用し、杉原の調査研究結果 (未

発表)から質問項目を 4 つの「現状の生活に対する認

識」「宗教的関わりに関する認識」「死に対する認識」

「死後に対する認識」(以下「死生観等」)に分類し、

さらに、その中から主要な 17 項目を抽出し質問紙

を作成した。  

質問紙の結果および面談調査で得た結果を 2 国間

で比較検討した。  

４．分析方法  

両者の比の検定については、10 未満の数値が多い

ため、フィッシャーの正確確率検定 (以下「「フィッ

シャー検定」)で検定を行った。すべてのデータは統

計解析パッケージ IBM SPSS Statistics 22.0 を使

用して分析した。統計的有意水準は 0.05 とした。 

５．倫理的配慮  

倫理的配慮として、ニュージーランドでは、ハッ

ト市(人口 102 千人)の市長夫人に高齢者施設を選定

して頂き、事前の承諾を得た。また、施設長あて研

究目的、研究者の概要を記載した資料を送付し、事

前に同意を得た 15 人が参加した。その対象者の質

問紙回収時に、再度口頭で研究の主旨等を説明して

質問紙の回収を行った。その後、調査参加および面

談に同意した対象者に対し面談を実施した。日本で

も、ハット市と同じ人口規模の防府市、周南市内の

対象施設に事前に承諾を得て、同意した対象者に質

問紙を配布し、その回収と面談を行った。  

また、調査項目は、朝日新聞社が公表した「日本

人の死生観」の調査結果を引用しているが、その使

用については担当者に同意を得ている。  

Ⅲ．結果 

１．対象者の属性  

対象者の特性を表 2 に示す。ニュージーランドの

対象者は、ハット市の集合住宅居住高齢者 15 名(男

性 3 名、女性 12 名)年代別では 80 代が最も多かっ

た。一方、日本の対象者では、男性の参加者が得ら

れず、対象者 18 名すべてが女性で 70 代が最も多か

った。両者の年代の比には有意な差が観察された

(p<0.05)。 

２．現状の生活に対する認識  

対象者の現状の生活に対する認識ついて、ニュー

ジーランドと日本別に表 3 に示す。「2.人生に対して

の不安」について、ニュージーランドでは 0 名対し、

日本人は 13 名(72.2％)と多く有意な差であった。一

方、「2.今の生活に満足」と「3.運命の受け入れ」で

は、ニュージーランドでは 14 名(93.3％)が「はい」

と回答し、それに比較して日本での割合は 13 名

(72.2％)と少ない傾向を示したが、有意な差ではな

かった。  

３．宗教に関する認識  

対象者の宗教に関する認識について、ニュージー
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国名 ニュージーランド  日本 

人口 127,749(千人) 4,661(千人) 

高齢化率(2015) 15.2% 26.9% 

社会福祉制度  社会福祉法  介護保険法・老人福祉法  

医療保険 

開業医(GP)療制度を基本に 

一部改変(階級による負担) 

13 歳未満 GP 無料化 

社会保険(原則定額負担) 

低所得者、には負担軽減制度 

乳幼児医療制度(医療費軽減) 

 
リバーズモゲージ導入 

 
年金制度方式 民間(ブロバイダー)主導 行政主導  

平均年金受給額  約 12 万円  約 6 万 5000 円  

年金支給条件 居住実績等条件 加入期間等条件 

引用文献：WHO1)(2016)，佐藤進 2)(1998)，芝田英明 3) 
 

 

ニュージーランド 

(ハット市) 

n=15 

日本 

(防府市、周南市) 

n=18 

  n (%) n (%) 

性別         

 男性 3  (20.0%) 0  (0.0%) 

 女性 12  (80.0%) 18  (100.0%) 

年齢(歳)         

 60-69 0 (0.0%) 5 (27.8%) 

 70-79 2 (13.3%) 7 (38.9%) 

 80-89 8 (53.3%) 5 (27.8%) 

 90-99 5 (33.3%) 1 (5.6%) 

独居 11 (73.3%) 4 (22.2%) 

介護保険認定者 -   11 (61.1%) 

項目  
ニュージーランド  日本  

p 値  
はい  いいえ  その他  はい  いいえ  その他  

  n(%) n(%) n(%) n(%) n(%) n(%)   

1.あなたは今の生活の満足してい

ますか 
14(93.3) 

 
1(6.7) 13(72.2) 4(22.2) 1(5.6) ns 

2.あなたはこれからの人生を考え

た時不安を感じますか 
1(6.7) 13(86.7) 1(6.7) 11(61.1) 6(33.3) 1(5.6) ** 

3.あなたは現状を運命と受け止め

ますか 
14(93.3)   1(6.7) 13(72.2) 4(22.2) 1(5.6) ns 

*p<.05   ns:有意差なし p 値は Fissher 検定で算出    

表１ 二国間の高齢者に関する社会的背景と制度 

 

表２ 対象者の属性 

 

表３ 現状の生活に対する認識 
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ランドと日本別に表 4 に示す。「4.宗教が生きるた

めに必要である」の項目で、ニュージーランドでは、

「はい」の回答が 5 名(33.3％)、「いいえ」9 名(60.0％)

であった。一方、日本では「はい」が 10 名(55.6％)、

「いいえ」が 7 名(38.9％)であった。2 国間の各回答

の割合の差は有意であった。しかし、「5.宗教が恐怖

を和らげる」ではニュージーランドは日本に比較し

て「はい」と回答する割合が少ない傾向であったが、

有意な差ではなかった。また、「6.自分の葬儀の宗教

的形式」「7.家族葬儀の相談できる宗教家の存在」の

項目においても、２国間に有意な差は認められなか

った。 

４．死に対する認識 (表 4‐1) 

対象者の死に対する認識について、ニュージーラ

ンドと日本別に表 5 に示す。 

「8.理想的な死の迎え方を考える」では、「はい」

を回答する割合がニュージーランドでは 9 名

(60.0%)、日本は 2 名(11.1％)と、2 国間に有意な差

が観察された。  

一方、「10.死への恐怖」では、ニュージーランド

の方が「いいえ」と回答した割合は高い傾向がみら

れたが有意な差ではなかった。これ以外の項目「9.

死の迎え方を決めておく」、「11.孤独死への心配」に

ついては、２国間に有意な差がなかった。  

対象者の「死のイメージ」について、ニュージー

ランドと日本別に表 6 に示す。(図 1 参照)。ニュー

ジーランドの回答では「苦悩からの解放」が最多で、

次いで「先にあった人との出会い」、「永遠の別れ」

が同率であった。一方、日本では「先に逝った人と

の出会い」、「永遠の別れ」が同率で最多であった。

しかし、ニュージーランドに比較して全体的に回答

数が少なく、「苦悩からの解放」も含めどの回答も低

率傾向を示した。  

次に、あの世のイメージをニュージーランドと日本

別に表 7 に示す(図 2 参照)。2 国とも、「やすらぎ(平

和)」が最多で、次いで「無」であった。日本の特徴

として、ニュージーランドでは選択されていなかっ

た「生まれ変わり」が選択されていた(図 2 参照)。 

５．死後等に対する認識  

対象者の死後等に対する認識について、ニュージ

ーランドと日本別に表 8 に示す。 

「12.あの世の存在」については、ニュージーラン

ドの「いいえ」と回答した割合は 8 名(53.3％と多か

った。これに対して、日本では「はい」と回答した

割合が 13 名(72.2％)と多かった。2 国間の回答の割

合の差は有意であった。だが、「13.死後の霊魂の存

在」は 2 国間に有意な差はなかった。  

 

 

 

項目  

ニュージーランド(n=18) 日本(n=15) 

  

はい  いいえ  その他  はい  いいえ  その他  

 
n(%) n(%) n(%) n(%) n(%) n(%) 

 

4.宗教はあなたが生きるために大切

だと思いますか 
5(33.3) 9(60.0) 1(6.7) 10(55.6) 7(38.9) 1(5.6) * 

5.あなたは宗教を信じることにより

死の恐怖がなくなり、和らいだりす

ると思いますか 

4(26.7) 8(53.3) 3(20.0) 10(55.6) 6(33.3) 2(11.1) ns 

6.自分の葬儀は何らかの宗教に基づ

いた形式にして欲しいですか 
6(40.0) 7(46.7) 2(13.3) 11(61.1) 6(33.3) 1(5.6) ns 

7.あなたは家族の葬儀や追悼行事に

ついて相談できる宗教家がいますか 
10(66.7) 5(33.3)   10(55,6) 6(33.3) 2(11.1) ns 

*p<.05   ns:有意差なし p 値は Fissher 検定で算出    

表４ 宗教に関する認識 
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表５ 死に対する態度 

項目 
ニュージーランド 日本 

ｐ値 
はい いいえ その他 はい いいえ その他 

  n(%) n(%) n(%) n(%) n(%) n(%)   

8．あなたは自分自身の理想的な死の 

 迎え方を考える方ですか 
9(60.0) 6(40.0) 

 
2(11.1) 12(66.6) 4(22.2) ** 

9．あなたは自分の死の迎え方を自分 

で決めておきたいですか 
11(73.3) 5(26.7) 

 
16(88.9) 2(11.1) 

 
ns 

10.あなたは死が怖いですか 1(6.7) 14(93.3) 2(13.3) 3(16.7) 12(66.7) 3(16.7) ns 

11.あなたは孤独死することを心配していま

すか 
3(20.0) 10(66.7)   2(11.1) 15(88.9)   ns 

**p<.01  ns:有意差なし p値はFissher検定で算出   

 

表６ 死のイメージ(複数回答) 

  
永遠の 

別れ 

この世からの 

消滅 

苦しみの 

解放 
再出発 

苦悩からの 

解放 

バラ色の 

人生 

先に逝った人 

との出会い 
その他 

ニュ－ジー

ランド 
5 2 1 2 6 2 5 5 

n=15 (33.3%) (13.3%) (6.7%) (13.3%) (40.0%) (13.3%) (33.3%) (33.3%) 

日本 3 2 1 2 1 1 4 4 

n=18 (16.7%) (11.1%) (5.6%) (11.1%) (5.6%) (5.6%) (22.2%) (22.2%) 

 

 

33.3%

13.3%

6.7%

13.3%

40.0%

13.3%

33.3%
33.3%

16.7%

11.1%

5.6%

11.1%

5.6% 5.6%

22.2% 22.2%

0.0%
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図1 死のイメージ(複数回答)

ニュ－ジーランド
日本
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表７ あの世のイメージ 

  永遠 無(nothing) 生まれ変わり 懺悔 やすらぎ(平和) 苦悩 その他 

ニュ－ジ

ーランド 

2 5 0 1 10 0 0 

(13.3%) (33.3%) (0.0%) (6.7%) (66.7%) (0.0%) (0.0%) 

日本 
1 7 3 

 
8 

 
1 

(5.6%) (38.9%) (16.7%) (0.0%) (44.4%) (0.0%) (5.6%) 

 

 

 

 

 

表８ 死後に対する認識 

      
n(%) 

項目 
ニュージーランド 日本 

ｐ値 
はい いいえ その他 はい いいえ その他 

 
n(%) n(%) n(%) n(%) n(%) n(%) 

 

12.あなたはこの世とは違う死後の世界

や「あの世」はあると思いますか 
3(20.0) 8(53.3) 4(26.7) 13(72.2)  3(16.7) 2(11.1) ** 

13.人間は死んだ後、霊魂が残ると思 

いますか 
9(60.0) 4(26.7) 2(13.3) 9(50.0) 7(38.9) 2(11.1) ns 

14.自分の墓か先祖の墓に入ることを 

考えていますか 
4(26.7) 9(60.0) 2(13.3) 13(88.9) 4(22.2) 1(5.6) ** 

15.両親や祖父母の墓を守るのは子供の

義務だと思いますか 
6(40.0) 8(53.3) 1(6.7) 11(61.1) 6(22.2) 1(5.6) ns 

**p<.01  ns:有意差なし p値はFissher検定で算出 
  

  

 

 

 

13.3%
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0.0%
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66.7%

0.0%
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16.7%

0.0%

44.4%
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図２ あの世のイメージ

ニュ－ジーランド

日本
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「14.先祖のお墓に入る」についても、「はい」と

回答したニュージーランド割合は、日本に比較して

有意に低かった。それでも、「15.親や祖父母のお墓

を守るのは子供の義務」においては 2 国間に有意な

差は認められなかった。  

Ⅳ.考察 

本調査結果で、「現在の生活に対する満足感」およ

び「運命の受け入れ」について、ニュージーランド

では 9 割以上の高齢者が肯定的な回答をし、現在の

生活に対して満足し自分の運命を受け入れているこ

とが示された。一方、わが国の同項目の回答では、

7 割であったが有意な差ではなかった。これらのこ

とから、現状の生活に満足し、今の運命への受け入

れに対しては２国間に差がないようとも考えられた。

しかし、「今後の人生に対する不安」では、ニュージ

ーランドの高齢者の肯定の割合は 1 割未満に対して、

日本は約 6 割が不安であると回答しており、2 国間

に有意な差が認められた。この結果は、２国間の社

会福祉制度体制の差が影響している可能性も否定は

できない。しかし、ニュージーランドの対象者は、

福祉サービスから除外されるような裕福な高齢者施

設―リタイアアパートメントハウスの居住者であり

経済的に恵まれていた。これに対して、わが国の対

象者は一般的な高齢者から抽出され、経済状態も多

様であった。つまり、2 国間の不安の差は寧ろ経済

的要因の方が大きいと推測される。実際、ニュージ

ーランドでは経済レベルによってランク付けされ、

受けられる福祉サービスが異なっている。一方、わ

が国は介護や医療保険による負担は経済格差に関係

なく原則一律である。近年には経済格差への配慮、

高額所得者への負担増、低所得者への負担軽減措置

等も制度化されてはいるが、負担格差は改善されて

いるとは言い難い。  

興味深いことに、本調査結果ではニュージーラン

ドの高齢者では、「宗教が生きるために必要」の項目

に 6 割が否定的であった。また、「宗教が死の恐怖

を和らげる」でも約 5 割は否定的であった。これに

対して、日本は 5 割以上の高齢者が「宗教が生きる

ために必要である」、「宗教が死の恐怖を和らげる」

共に肯定的であり、2 国間に有意な差がみられた。

さらに、死に対する態度では、ニュージーランドで

は自身の理想的な死の迎え方を 6 割の高齢者が考え

ているに対して、日本は 1 割程度の高齢者が考えて

いるに過ぎず、２国間で有意な差が認められた。死

への恐怖の項目では、ニュージーランドの高齢者は

9 割以上が否定的であったが、日本では 7 割未満し

か恐怖がないという結果を得ており、その差は有意

ではないものの日本の高齢者の方が死の恐怖を感じ

ている可能性も否定できなかった。これは、先の日

本人の方が「不安がある」という結果と関連がある

のかもしれない。  

「死のイメージ」では、ニュージーランドの高齢

者は「苦悩からの解放」という死をやすらぎと捉え

ているイメージが最も多かった。これに対して日本

は「先に逝った人との出会い」が最も多く、「苦悩か

らの解放」の選択は殆どなかった。同様に、あの世

のイメージについても、ニュージーランドでは 7 割

弱が「やすらぎ(平和)」を選択しているのに対して、

日本では 4 割強であり、死への恐怖や死のイメージ

の 2 国間の差は関連していると考えられる。ただ、

「やすらぎ(平和)」と「無」は 2 国とも高い割合を

示し、共通する心理面も部分的にはあるのかもしれ

ない。 

しかし、死後に対する認識では、「あの世」の存在

に対して、ニュージーランドの高齢者の 5 割以上が

否定的なのに対して、日本では 7 割以上が肯定的な

回答をしており、2 国間に有意な差が認められた。

さらに、「霊魂が残る」ことに肯定的な回答をした割

合は、ニュージーランドが 6 割、日本で 5 割であっ

た。この両者を見れば同様の結果としてとらえやす

いが、キリスト教での霊魂は、天国と呼ばれる神の

もとと地獄に存在するというのが一般的な思想であ

り 4)、わが国の仏教による「輪廻」というあの世に

霊魂が存在とは異なる意味であると推測される。  

一般的に、ニュージーランドではキリスト教が多

く、日本では仏教等の宗教信仰が多いと考えられて

いる。しかし、2013 年のニュージーランド国勢調査

によると、キリスト教が約 47%(内、カトリック教

会 12.6%、聖公会 11.8%、長老派教会  8.5%、その

他 15.1%)、その他の宗教が 6.0%、無宗教 が 41.9%、

無回答が 4.4%だった 5)。ニュージーランドでは、現

地民族との共生をめぐる歴史的背景のため、キリス

ト教が主な宗教であるが、西洋諸国とは異なるとさ

れる 5)。 

一方、日本の宗教信仰は、年代によって宗教的思

想が異なる上、わが国の独特なものがあるとされる

6)。堀江 6)によると日本人の宗教思想として、「宗教
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は大切」と「霊魂が残る」ことを特徴と主張してい

る。これは、儀礼的宗教性とスピリチャリズム的死

生観と関連し、思想は「①宗教は信じるが死後生は

信じない」、「②宗教も死後生も信じる」、「③宗教は

信じないが死後生は信じる」、「④宗教も死後生も信

じない」に大別されるとしている 6)。この分類では、

③と④が約 4 割で②は 1 割強としている 6)。日本は

仏教国とは言え、葬式仏教といわれているように、

日頃は宗教的な関わりが低い。これに反して規模は

異なるが多くの日本人が同じような形式で葬式を実

施する風習は、武士道から引き継がれている日本的

規範である世間体を気にする日本人の心情かもしれ

ない 7)。実際、本調査結果でも、ニュージーランド

の高齢者は先祖の墓に入ることに対して否定的な回

答が 6 割、それに対して日本では 9 割弱の高齢者が

先祖等の墓に入ることを考え、5 割以上が墓を守る

ことが子孫の義務だとしている結果を得た。このこ

とは、わが国の宗教信仰が儀礼的宗教性であること

を支持している。日本での先祖伝来受け継ぐという

儒教的な考えが内在していると考えられる。  

しかしながら、ニュージーランドで信仰されてい

るキリスト教の死とは、宗派で異なるが、共通事項

として、肉体を離れ神のもとに召されるという考え

方が通常である 4)。つまり、キリスト教による死は、

家族や祖先ではなく個々の現象として捉えられてい

るため、共通の墓という考えが少ないと推測される。

だが、ニュージーランドにも 2 割強が先祖の墓に入

ると回答していることは、わが国に近似した死生観

が内在しているのかもしれない。  

以上のことから、ニュージーランドとわが国の宗

教派や死や死後に対する認識の差異は必然かもしれ

ない。しかし、宗教派よりも社会的および歴史的背

景で個々の価値観や思想が培われていると考える方

が妥当かもしれない。1989 年スウェーデンの社会学

者 R.トルンスタムが提唱した「老年的超越」8)であ

るかもしれない。老年的超越とは、超高齢になって

至るとされる主観的幸福感。老化に伴う各種能力の

衰えを否定的に捉えず、現状を肯定し、多幸感すら

抱くという心理的適応を指す 8)。この元になるのは、

エリクソンの理論であり、「英知」はエリクソン 9)

の発達課題である適応をもたらす力とし「統合」に

その見識が示されたと提唱されている。この境地は

同時に、安らぎを得て死の恐怖が消滅する心境に至

ることを意味するのかもしれない。面談の中で、日

本人高齢者は「あの世は安らぎ」であり「あの世で

は友達をいっぱい作りたい」と語り、ニュージーラ

ンド高齢者が「あの世があると思うと気が楽になる」

と穏やかな表情で語っていた。「誰もが死後の世界か

ら帰った人がいないことは、とてもよい処だからじ

ゃない？だから死ぬのは怖くない」との 87 歳の日

本人高齢者の語りから、生死に関して自身の考えを

持つことの重要性を再認識した。  

ハイデッガー10)は「おしゃべり」の有用性を述べ

ている。日ごろの何気ない会話において高齢者は自

らの心の内を表出していることがある。会話の機会

をもつことは、傍らにいる看護者にとって、高齢者

の生死への真の想いを把握する機会になる。筆者の

先行研究 11)でもデイサービスでの一番のお楽しみ

は「おしゃべり」と答えていた。長命で健やかに生

きる人から死への態度を聴くことは、安寧な死を迎

えるための示唆を得る機会になることを学ぶことが

できた。柏木 12)は「聴く」には「個人的な関心を持

ってしっかりと」のニュアンスが入ると述べており、

その機会が多い私たち看護職はケア専門職として常

にその心根で高齢者に接する必要性が示された言葉

と言えよう。このような高齢者の看護職としてのケ

アとして重要なことを認識する必要がある。 

研究の限界として、今回の調査では多くの課題が

残された。対象者が非常に小集団である上、日本の

対照群が年齢、性別等対象者とマッチングがなかっ

たため、比較は妥当とは言えない。今後の研究では、

大きな集団を対象に、年齢、経済状況等の社会的背

景を聴取し、調整した上での分析や縦断的研究が必

要である。  

Ⅵ．結論 

終末期に最も近い高齢者に対し、安寧な死を迎え

られるための支援には個々の「生と死に対する態度」

を把握することは重要である。そのためには、個人

的な関心を持ってしっかりと聞く態度こそが、看護

職やケアの専門家として必要である。  

本調査結果は、今後の研究の一資料として活用さ

れることを期待したい。  
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